
 

 

 

《６月２３日を考える》  沖縄慰霊の日 

 生徒の皆さんは、平和や過去に起こった戦争について、

考える機会がありますか？ たとえば、８月６日（広島への

原爆投下の日）や、８月９日（長崎への原爆投下の日）、

8月１５日（第二次世界大戦終結の日）などに、平和集会

を行ったり、テレビ、新聞などの報道で話題になったもの

を見聞きしたりという経験があると思います。 

 もうすぐ、６月２３日がやってきます。この日についてはど

うでしょうか。８月に比べると、知る人が少ないかもしれな

いと思い、紹介します。 

 ６月２３日は、沖縄県が制定して

いる記念日です。この日は、沖縄

戦などの戦没者を追悼する日と

定められています。沖縄戦犠牲者

の霊を慰め、世界が平和であり

続けるよう願う日でもあります。 

 この沖縄戦では、たくさんの人が犠牲になったそうです。 

日本とアメリカ、合わせて２０万人がなくなり、このうち約

１９万人が日本側の犠牲者です。さらにそのうち、一般住

民の犠牲者が非常に多く、約９万４０００人。軍人の関係

は２万８２２８人だったと記録が残っています。県民の４人

に一人が犠牲になった、そして、一般住民を大勢巻き込む

ことになったという点で、その悲惨さが今も伝えられてい

ます。 

 さらに、この沖縄戦をきっかけとして、その後も沖縄はア

メリカ軍の統治下に置かれ、町中に次々と基地が作られ 

たり、爆弾を地面に埋め込んだりという当時のままの状況

が今でも沖縄の人々の生活を脅かしています。 

 本校では、今年は、この時期に合わせて皆で「平和」に

ついて考える機会を計画しています。 

 ６月１９日に行う平和集会に向けて、実行委員会を中心

に準備を進めています。 

 

 

 「戦争」に対する「平和」というとらえもありますが、みな

さん一人一人にとっての「平和」は何か、ということも考え

てみてほしいと思います。 

 

《「いじめ」に関するアンケート》 

あわせて教職員の指導に関するアンケートを実施しま

した。 

 本校では、毎月、生徒の声を一つでも多く拾うために生

活アンケートを行っています。 

中でも、６月は、様式を変え、自宅で回答できるような形

をとって実施しました。また、この回は、保護者の方にもア

ンケート用紙を配付し、保護者・家族の方から見たり聞い

たりする子供さんの様子（特に悩みや困り感）で気がかり

なことがあれば、お伝えいただけるように準備をしていま

す。 

 すでにほとんどの方から回答いただきましたので、順次

対応していく予定です。この期間でなくともご相談には応

じていきますので、いつでも学校へご連絡ください。 

 

《体育大会を終え・・・》 

 ５月２０日（火曜日）

に体育大会を開催しま

した。日差しも気温も

ほどよく、グラウンドの

コンディションも良好

で、最高の体育大会

日和。中原中生の熱のこもった競技・演技が繰り広げら

れました。赤団・青団ともに、応援合戦、パネル制作、数々

の競技に全力を尽くし、数々の感動的な場面や歓喜に沸

く場面がありましたが、一番印象に残っているのは、応援

する姿が素晴らしかったことです。１００ｍ走などの個人

種目や、他学年の団体種目にも大きな声援が起こってい

ましたし、応援合戦もどちらに勝敗をつけようのない、素

晴らしいものでした。 

 さて、勝敗がつき、歓喜の声、ため息交じりの声があが

りました。 

ちなみに、私も「応援合戦」と「パネル」の審査をしまし

たが、点数にすると結果は両団同点。同点の場合、どちら

かを選ぶことになっていましたので、審査員はそれぞれ、
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赤・青どちらかに投票し

ました。とてもとても悩み

ました。赤も、青もそれぞ

れに、ピンポイントでい

いところがあったからで

す。しかし、どうしても決めなければならないということで、

全体の構成の工夫が良いと思った方に○をつけました。 

ですが、私が選んだ方は、惜敗。実は、私もその時は、ちょ

っと残念な気持ちになりましたが、やっぱり・・・と思いな

おしました。精一杯の演技と、互いをたたえあう姿に勝る

ものはありません。 

 学校には「社会で

必要とされる人材に

育てる」という役割が

あります。では、社会

で必要とされる力と

は何でしょう？「学力」

「体力」「コミュニケーション力」などいくつかありますが、

「応援力」もその一つ、と考えます。 

 社会に出て、何かの職業に就いたとき、自分にスポット

ライトが当たることはごくまれです。むしろ、ライトを当てる

側の方が多いものです。つまり、誰かに喜んでもらうこと

が、社会の一員として働くこと、といえますし、それが、「や

りがい・生きがい」になっていきます。他者を支え、喜ばせ

ることが、自分の喜びになるような、つまり、応援すること

に喜びを感じる子に育てていくことで、互いを支えあう社

会が作られていくのではないかと思います。 

皆さんから多くの学びを得た、素晴らしい体育大会でし

た。 

 悪天候のため、平日の開催となってしまい、ご家庭には

ご苦労をおかけしたことと思います。ご理解とご協力に心

から感謝申し上げます。 

 

《生徒総会》 

 令和７年度生徒会スローガン Diversity という

のは、ご存じの方も多いことと思います。直訳するなら「多

様性」となります。今日の生徒総会で、中島生徒会長から、

「Diversity」に込める想いが発表されました。中原中の

生徒会会員一人一人がもつ、輝かしい個性。その個性を

互いに認め合い、受け入れることで、より楽しい学校生活

を送る。一人一人が相手を大切に思い、尊重した言動を

とることで、多様な人々が集まる中でも手を取り合い、楽

しく生活することができる、という考えを発表してくれまし

た。 

続いて、本部、各委員会から活動計画の説明が行われ

ました。凛とした雰囲気の中、議長の進行により、粛々と

会が進められ、各クラスからの質問者による質問も、委員

会からの活動案がより深くわかるような、適切な質問が

行われました。どの質問者も、たいへん明瞭な話し方で、

無駄のない立派な質問でした。 

そして、最後に、議案の決議（スローガンの採択）とな

り、全会一致ですべての議案が議決となりました。 

生徒会担当の福田先生からもお話がありましたが、今

日、質問をしてくれた人たち以外にも、クラスではたくさん

の意見や質問が出ていたそうです。特に、１年生は活発に

参加をしてくれたそうですね。このように、一人一人が参

加する意識を高く持って、意見を出したり、考えたりするこ

とは、とても貴重なことですし、大人になっていくうえでも

とても大切なことです。中原中学校生徒会が、このように

素晴らしい雰囲気や、一人一人の行動で支えられている

ことがわかる立派な生徒総会だったと思います。これから

に期待しています。 

《中総体～三養基・神埼地区大会～》 

 来週末、６月２８、２９日の日程で大会が行われます。多

くの方の応援をよろしくお願いします。 

●軟式野球 ： 三田川中央公園野球場 

●ソフトテニス女子 ： 中原テニスコート 

●バレーボール男子 ： 東脊振中学校 

●バレーボール女子 ： 中原体育館 

●卓球男子 ： 上峰町体育センター 

●卓球女子 ： 北茂安体育館 

●剣道男女 ： 脊振勤労者体育館 
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